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油性 or UV硬化タイプ



ブラックライトから放射される近紫外線（UV-A）に
反応して瞬時に発光する希土類があります

この粉体を使って塗料やインクを精製しています。

UV-AのエネルギーをRGBそれぞれの波長に変換し光を放出します。

紫外線
可視光線









◆





この部分は印刷されていない部分
光るインクがないため
光らず黒となる

この部分は3色重なって印刷されて
いる部分
光の3原色から白色に発光している

発光インキは通常インキの余白部分が逆転します

注：データ入稿時白色背景部分はすべて発光いたします
光らせない場合は背景を透明にしないといけません



.



発光オフセットシステムについて1

対応機

オフセット印刷機 4色機以上 CTP（ダイレクト刷版）

＋RGBインキ・専用ソフト（PhotoShopプラグイン）

必要なもの



Ｒ（赤）→Ｇ（緑）→Ｂ（青）の刷り順となります

発光オフセットシステムについて2



本インクの加法混色はモニターやプロジェクターと仕組は近いのですが光と違い印刷物でもあります。
その再現方法は、印刷の出力工程（減法混色）で加法混色を再現しなければいけません。

そこで従来の出力工程（減法混色）のままで再現できる色変換ロジックを確立しプラグインソフト化
大きな設備投資をしなくてフルカラー発光オフセットシステムを導入できます。

◆発光印刷用の色変換処理を行う必要性について

１、従来の刷版は

通常印刷 刷版について



注：重ね印刷を行う場合は色校正のプルファーとしてではなくデザインが効果的に
変化するかの確認としてインクジェットシステムが必ず必要となります。

２、加法混色の刷版は

発光印刷 刷版について





減法混色と加法混色の違いから発光印刷の色合わせ基準はホワイトバランス
が重要になります

ホワイトがピュアな白色になることが重要となります
使用する光源の違いでも色味がことなるので実際に使用する光源（波長）と同じ
もので必ずチェックしてください。

ここで話すＲＧＢは減法混色のＲＧＢではなく加法混色のＲＧＢである。

加法混色では Ｒ＋Ｇ＋Ｂ＝Ｗとなる
Ｙ＋Ｍ＋Ｃ＝Ｗとなる

減法混色では Ｙ＋Ｍ＋Ｃ＝Ｋとなる
Ｒ＋Ｇ＋Ｂ＝Ｋとなる

加法混色について



下図の4枚は全く同じ印刷物です。
それぞれ違う波長の照明で照射するとホワイトバランスが崩れ見え方が異なります。
下図は370nmでピュアなホワイトになるように設定されています。

波長（nm)について



ホワイトバランスを確認する手法について

データ作成はRGBモードで背景は透明か黒色

データ作成・背景について



ホワイトバランスを確認する手法について

ホワイトバランスチェック用にカラーバーを配置

ホワイトバランスチェック



ホワイト見本パッチを見比べながら
○の部分がピュアなホワイトになるように各所、調整を行います。

調整について

ホワイトバランス調整について1



ホワイト色見本と同じ色味になればOKですが
色味が違う場合は調整が必要

色の合わせ方はカラーチャートを
参考に調整を行います

カラーチャートは
ＲＧＢの数値０～２５５諧調で表記されています
RGBの何色が足りないか？多いのか？
実際の色味をみてご判断いただけます。

注：色見本と見比べて白色を確認してください、見比べる物が
ないとほとんどの色が白色と認識してしまいがちです。

ホワイトバランス調整について2

何色が少ないかチェック





用紙についての注意点

インクジェット・オフセットどちらも蛍光増白剤の含まれる用紙は適用できません

①は蛍光増白剤が含まれるメディア
②は蛍光増白剤が含まれないメディア

蛍光増白剤とは…紫外線により青紫色の蛍光を発する染料。紙や繊維をより白く見せ

るために用いられる。また、洗剤に混合して、布地の黄ばみを消す。蛍光剤、蛍光漂
白剤の事を「蛍光増白剤」と言います。

① ② ① ②① ②


